
別記様式第１号の２の３（第31条の3関係） 

消防用設備等（特殊消防用設備等）設置届出書 

年   月   日  

  ① 消防長（消防署長）    殿 

届 出 者                   

住 所                   

氏 名                  

 下記のとおり、消防用設備等（特殊消防用設備等）を設置したので、消防法第17条の３の２の

規定に基づき届け出ます。 

記 

設置者 
住 所 電話（   ）      

氏 名  

防

火

対

象

物 

所 在 地  ⑤ 

名 称  ⑥ 

用 途  ⑦ 

構   造、規   模 
 ⑧         造地上     階地下    階 

床面積      ｍ2  延べ面積       ｍ2 

消防用設備等（特殊消防用
設備等）の種類 

 ⑨ 

工 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

事 

種 別 
新 設、増 設、移 設、取替え、改 造、その他（    ） 

施 工 者 
住 所 
氏 名 

住 所 ⑪            電話（   ）        

氏 名  

消防設備士 

住 所  ⑫ 

氏 名  

免 状 

種 類 等 交 付 知 事 
交 付 年 月 日 講 習 受 講 状 況 

交 付 番 号 受 講 地 受 講 年 月 

甲
・
乙 

種 類 都道
府県  都道

府県 年  月 

完 成 年 月 日 ⑬ 

受 付 欄※ 決   裁   欄※ 備   考※ 

記入不要 記入不要 記入不要 

備考 １ この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 

   ２ 消防用設備等設計図書又は特殊消防用設備等設計図書は、消防用設備等又は特殊消防用設備等の種類ご

とにそれぞれ添付すること。 

   ３ ※欄には、記入しないこと。 

 

 

記載例 

②

③

④

⑩



 

消防用設備等（特殊消防用設備等）設置届出書の記載要領 

 

項 目 記 載 要 領 

① あ て 先 
棟の延べ面積が500㎡以上の場合は、筑紫野太宰府消防組合消防本部消防長あてとなります。 

また、棟の延べ面積が500㎡未満の場合は所轄消防署長あてとなります。 

② 年 月 日 届出日を記入してください。和暦での記入をお願いします。 

③ 届 出 者 防火対象物の関係者（所有者・管理者・占有者）の住所、氏名を記入してください。 

④ 設 置 者 
消防用設備等を設置した関係者の住所、氏名及び電話番号を記入してください。 

上記③と同じ場合は「届出者に同じ」と記入することができます。 

⑤ 所在地 

⑥ 名称 

⑦ 用途 

⑧ 構造、規模 

消防用設備等を設置した防火対象物の住所、名称（複合用途のテナント工事の場合は、対象物名

称及びテナント名称を併記）、用途、構造及び規模を記入してください。 

床面積は、防火対象物１階の床面積を記入してください。 

延べ面積は、建築基準法上の延べ面積を記入してください。 

⑨ 消防用設備等 

の種類 
消防用設備等について、消防法施行令第７条による種類を記入してください。 

⑩ 工事の種別 工事の種別について、該当する項目を〇で囲んでください。 

⑪ 施工者住所氏

名 

消防用設備等の工事を施工した者の住所、氏名、電話番号（法人の場合は、名称及び代表者 

氏名、）を記入してください。※該当しない場合は、記入不要です。 

⑫ 消防設備士 
工事を施工する消防設備士の住所、氏名を記入し、免状の種類、交付年月日及び交付番号、 

講習受講状況等を記入してください。※該当しない場合は、記入不要です。 

⑬ 完成年月日 
当該消防用設備等に係る工事が完了した年月日を記載してください。和暦での記入をお願いしま

す。 

その他注意事項 

当該消防用設備等に係る図書を添付してください。 

また、併せて必要となる試験結果報告書を添付してください。 

※２部提出してください。 

 


